
 

 

 
 
 

   

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

資材名  

くみあい液肥２号 １０ｇ 以内 ２００ｇ 以内 ２００倍以上に希釈  

尿素 ２ｇ 以内 ４０ｇ 以内 
１０ａあたり２０箱以内 

べんとう肥 ２０ｇ 以内 ４００ｇ 以内 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）田植え時期  

（２）栽植密度  ６０株／坪 
 

※ 転作あとや基盤整備あと、過剰生育が懸念されるほ場では、疎植（50 株以下／坪）とします。 

（３）植付本数  

（４）植付深さ  

●

植え
● ●

 

 

資材名 適用病害虫名 使用量 使用時期 

パディート箱粒剤 
フタオビコヤガ、ニカメイチュウ、

イネミズゾウムシほか 
５０ｇ／箱 

 

、フタオビコヤガ、ニカメ

イチュウ、イネミズゾウムシほか 
５０ｇ／箱 

 
◆

“予防防除”
 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

（1）本田除草剤（初期剤・初中期一発剤）の登録内容 

使用区分 使用資材名 
10ａあたり 

使用量 使用時期（移植水稲） の水深目安 

初期処理 メテオ 

1 キロ粒剤 1kg ３～５ ｃｍ 

フロアブル 500mℓ ３～５ ｃｍ 

ジャンボ 10 個（300g） ５～７ ｃｍ 

 

初中期 

一発処理 
ベッカク 

1 キロ粒剤 1kg ３～５ ｃｍ 

豆つぶ 250 250ｇ ５～７ ｃｍ 

ジャンボ 10 個（250g） ５～７ ｃｍ 

 

 
 

 

 

  

 

（2）雑草の発生と生育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代かき後日数  5～7 日 10～12 日 12～15 日 18 日～  

 

② ホタルイ 

 

                    
ＪＡえちご中越 さんとう営農センター  

 

 

                     電話番号(0258)41－2887 

 

① 胚乳からの栄養源を失った苗の老化
● ●

防止
● ●

 

と移植後
● ● ●

の
●

活着
● ●

を
●

促進
● ●

させるため、移植 

前４～５日（1.8 葉期）頃に施用します。 
 
② 1 箱あたりの施肥量が、N 成分で 1～2g

となるよう肥料溶液を散布した後、十分

かん水して肥料ヤケを防ぎましょう。 
 

③ 軟弱苗・徒長苗の場合でも、移植
● ●

直前
● ●

の 

追肥
● ●

で活着・初期生育が促進されます。 
 
④ プール育苗の場合は箱上まで水を張り、

窒素成分で１箱あたり約１～２g 相当と

なるよう肥料を施用し、施用後は２日間

落水しないようにしましょう。 

★ べんとう肥施用のポイント ★ 

液肥散布後は、葉面についた肥料を洗い流す

イメージでたっぷりかん水するのジャ  

● ●

深水
● ●

● ●

浅水
● ●

（分げつ促進）

 

処理限界の葉令になる前に“早め”の 
タイミングで除草剤を散布します！ 

田植後

５割減減栽培では、本田で殺虫剤が使用できません。

１ 

 

代かき後日数  7 日 7～10 日 10～15 日 12～20 日 15 日～ 

 

① ノビエ（温暖地） 

べんとう肥の効果 

処理限界の葉令になる前に“早め”の 
タイミングで除草剤を散布します！ 

① ノビエ 

雑草
● ●

の
●

発生
● ● ●

かき
● ●

直後
● ● ● ● ● ● ● ●

＊剤型により水深目安が異なるので注意

リスクが高まるので注意しましょう！ 

べんとう肥を施肥した

苗は、初期生育が旺盛

になり、良質茎を早期

に確保できます！ 

茎数 

(本/㎡) 

老化苗＋べんとう肥 老化苗 

品種特性に合わせた移植適期に移植しましょう。また、適正な「栽植密度・

植付本数・植付深さ」の移植作業で早期に良質茎を確保しましょう  

苗追肥で活着良好

‼ 

 

注意

注意



 

ノビエ 
（葉数） 

ホタルイ 
（葉数） 

代かき後 
日数 

－ ０.５～１.０ ５ 

１.２～１.８ １.０～１.５ ７ 

２.０～２.１ １.５～２.０ １０ 

２.７～２.８ ２.０～３.０ １２ 

３.３～３.５ ３.０～３.５ １５ 

４.０～４.３ ３.５～４.５ ２０ 

－ ４.５～５.０ ２５ 

  

 

以下の設問事項を確認して、除草体系を検討・選定しましょう‼ 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

➊ 一発処理パターン：気象
◆ ◆

予報
◆ ◆

を
◆

確認
◆ ◆

し、出来る
● ● ●

だけ
● ●

早め
● ●

に
●

散布
● ●

しましょう！ 
 

 

 

❷ 体系処理パターン①：田植え後（田植え同時）に初期剤（メテオ）を使用する場合 
 

 

 

❸ 体系処理パターン②：やむを得ず
● ● ● ● ●

、代かきから田植えまでの日数が７日以上となる場合 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
● ●

３日後
● ● ●

 

● ●

時
● ● ●

直後
● ●

田植え後
代かき～５日 
以内に散布 

 

4 

 

 
 メテオ 

 

除草剤を使用する場合は、

必ず「田植え７日前まで」

 営農情報 ＬＩＮＥ 営業中 
 

 

ポイント 

 

ベッカク（粒剤・豆つぶ・ｼﾞｬﾝﾎﾞ）の処理限界 

メ テ オ （粒剤・ﾌﾛｱﾌﾞﾙ・ｼﾞｬﾝﾎﾞ）の処理限界 

ノビエ：３葉期まで ホタルイ：３葉期まで 

代かき後 
12 日までに散布 

ノビエ：１葉期まで ホタルイ：発生前～発生始期まで 

代かき後 
５日までに散布 

❸
 

代かきから田植までの日数

る場合は、「初期剤：メテオ＋

体系処理とします。 

前年作と“異なる品種の作付け”を 
計画していますか？ 

 

“代かきから田植えまでの日数”は 
どのくらいですか？ 

➊  

 

2 

 
代かき後日数と本田除草剤（初期剤・初中期一発剤）の処理時期限界の目安 

雑草の生育を確認 
しながら、早めに！

❷
 

「雑草多発生ほ場」や「前作

には、田植え同時または田植

え後早めに、初期剤を使用す

ることが効果的です！ 

７日以上 

はい 

◆【藻類、表層はく離】

 

はい 

≪特殊雑草への対応≫ 

いいえ 

 

いいえ 

3 

 
除草体系の検討 

代かき後
５日頃まで 

“雑草が多発生するほ場”または 
“転作あとのほ場”ですか？ 

２～６日以内 

 

 

12 日頃まで 

＊移植時～ 
＊移植直後～ 

田植え後 
５日頃まで 

 

７日頃から 
 

12 日頃まで 

 
メテオ 

（土性、水持ち、作付体系、作

付品種の切換、雑草の種類）

（代かきから移植までの日数）

③難防除・特殊雑草への対応

＊移植３日後～ 
 

 

←初期剤メテオ 
田植え前処理→ 

田植え７日前まで 


